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はじめに

天皇 が即 位儀 礼 に 臨む 際 に即位 印明 を伝授 され 、高御 座 で これ を実修 す る即

位 灌頂 の歴 史 は、 古 く は平 安 時代 の後 三条天 皇 に始 ま り、鎌 倉 時代 の伏 見天 皇

の即位儀 礼 以 降、 定着 してい く。 これ は、十 二 世紀 か ら十 三世紀 後 半 にか けて

天 皇 の存在 意義 が 、い わ ば密教 によ って秘伝 化 した こ とを意 味す る。 ま た、 即

位灌 頂 の世 界観 をに なっ たの が寺家 の なか で伝承 され てい た即位 法 であ る。 即

位 法 は、密 教 に よって 天皇 の神 話 的起源や 存 在意 義 を説 明す るもの であ った。

そ して 、 この灌 頂儀 礼 は、 天皇 即位 のみ な らず 、 中世 にお け る諸 芸や 諸道 を秘

儀伝 授す る儀 式 と して も行 われ てい たの であ る。

中世 にお け る秘儀 伝授 の方法 と して第 一 に挙 げ られ るの が灌 頂 で ある。 諸芸

や諸 道 が伝授 され る際 に灌頂 儀 礼が行 われ た こ とに つい て は、す で に、西 山松

之助 氏 が 「究 極位 に至 る証 と して、印信 と呼 ぶ相 伝状 が 与 え られ た ので あ るが 、

この よ うな灌 頂 式 と印信 は そ の精 神 ・形式 ・内容 に おい て、 後世 の芸 能諸 流 が

行 った秘 技 相伝 の 原型 であ る」(p.147)と され 、 この よ うな秘 技相 伝 の相伝 体

系 の整 備 に よ って、 「家 芸 の独 占化」 が行 われ 、 「秘技 相伝 を文化伝 承 の型 とす

るあ らゆ る文 化領 域 に波 及 して いっ た」(p.148)と い われ てい る1。灌頂 とい う

特別 な伝授 の方法 は、各 諸芸 や諸 道 の家 々が 「究極 位」や 「独 占」を 目指す 過程 の

なか で形 式化 した もの と理解 で き る。 また 、熊 倉 功夫 氏 に よる と灌 頂儀 礼 が仏

教 界 を離れ て 秘伝 が成 立 す るの は、平安 後期 であ る といわ れて い る2。 しか し、

宗 教 界 を離 れ た灌 頂儀 礼 で あっ て も、師資相 承 によ る血脈 が作 られ た り、 印可

や 印信 を与 える形 式 が用 い られ た ことか ら3、灌 頂 の際 の秘儀(技)伝 授 に関連

1西 山松之助 「家元の種類 とその先行形態」(『家元の研究』吉川弘文館
、1982)参 照。

2熊 倉功夫 「秘伝の思想」(『 大系仏教と日本人7芸 能 と鎮魂』春秋社
、1988)参 照。

3た とえば
、琵琶灌頂には、「琵琶血脈」が存在 し、伝授状には 「右曲説々深蜜之旨、奥秘

之趣、先賢殊賞之重之甚、於他 曲或灌頂門弟未必許之、秘中深蜜々中深秘矣」(応永廿
一年二月廿四 日付、栄仁法親王か ら今出川公行に伝授 された 「慈尊万歳楽」(「崇光院

御伝授状」)とい うような文言が付せ られている。 この形式は、灌頂儀礼の際に発給 さ

れ る印信の末尾 に登場する文言 と同様、秘説の他言を禁止す る旨が記 されていることか

ら印信 に相 当す るものであると考えられる。
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す るこれ ら一連 の形 式 は 、秘密排 他 的 で あった とと もに、伝承 や 師 資相 承 の系

譜 を対 外的 に示 す もの で あ った とい える。

しか し、灌頂 を一っ の 「文化伝 承 の型 」 と して評価 す る前 に 、密 教 と本来 は

関係 のない 諸 芸や諸 道 にお い て、なぜ 、灌頂 とい う一連 の形 式 が行 われ 、 「究 極

位 に 至 る証 」や 「家芸 の独 占化 」 の儀礼 とな った ので あろ うか。 ま た、 そ の よ

うな 「文化 伝 承の型 」 と して の一連 の形 式 が、 天皇 の即位 灌 頂 で も用 い られ て

いた こ とか ら、灌 頂 とは 、 中世 社会 で共 有 され て いた何 らかの意 義 を有 した も

ので あっ た と考 え られ る。

以上 に示 した灌頂 の際 に伝授 され る秘 伝や 秘説 と深 く関 わ り合 っ てい た もの

に、 「中世 日本 紀4」や 「中世神 話5」 な どの神話 が 挙 げ られ る。 二つ は共 に密 教

的な世 界観 によ って 「日本 紀 」が解 釈 され た もの であ る。 そ して、公 家 や寺 家

は、 これ らを秘伝 とす る一 方 で、灌 頂儀 礼や そ れ に関連す る神 話 を創 出 してい

った こ とか ら、 「中世 日本 紀」や 「中世神 話 」 は、神話 創 出 の母体 とな った り、

また 、何 らか の社会 性 を帯 びた言 説 で あった と考 え られ る。よって 、本稿 で は、

まず 、公家 と神 話 、諸 芸や 諸道 と密 教 との 関係 を考 察す る こ とに よ り、 中世 日

本 にお ける灌頂 儀礼 の社 会 的一機 能 につ い て論 じた い。

第1章 「中世目本紀」の社会的展開

(1)「 ようつ の道 」 と神 代

1972年 、伊 藤 正義 氏 に よって 「中世 日本 紀 の輪郭 」(『 文学 』vol.40)が 発 表

され て以降 、 中世 にお け る 「日本紀 」 の問題 は 、和 歌解釈 のみ な らず 「中世 日

本 紀」 とい う概 念 その ものが構 築す る世 界観 や 、密教 的解 釈 に よ る 「中世神道

説 」 との 関わ りが論 じられ るよ うにな った。 伊藤 氏 は 「歌学 と、 日本 紀 注 と、

神 道説 の融 合 した 中世 の神 代紀 のす がた は、だ か ら決 して単 一 では あ り得 な い。

とともに、 いっ しか 日本 書 紀原 典 とは大 き く隔 た った、 い わば 中世 日本 紀が形

成 され て い るの で あ る」(p.30)と して 、 これ らの言 説 群 を位 置づ け 、 「中世 日

本 紀」 とい う大 きな枠組 み を提 示 され た。 その 後、90年 代 に入 り、 「中世 日本

紀 」や 「中世神 道 」を包 括す る 「中世神 話 」 とい う概 念 が新 た に登 場 し6、中世

の宗教理 念 と して密 教 に よ って彩 られ た 「中世神 話 」が 大 きな意 味 を有 す る よ

うに なった7。

4伊 藤正義 「中世 日本 紀の輪郭」(『 文学』
vo1.40、1972)に よって提 示 された 日本紀 注の総体

的概念。
5山 本ひ ろ子 『中世神 話』(岩 波書店

、1998)で は、『日本 紀 』神代 巻 を本説 とす る中世 日

本 紀 、 中世神道 、本 地物 語 な どを 「中世神話 」 として概念 化 して いる。
6山 本ひ ろ子 『中世神話』前 掲注(5)書

。
7斎 藤英 喜 『読 み替 え られ た 日本神 話』(講 談 社

、2006)で は、 「中世神 話 」の み な らず 、
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これ らは 、政 治的 な イデ オ ロギー 装置 と して解 釈 され る傾 向が 強 く、斎 藤英

喜氏 が 厂中世 日本 紀 の 、そ の奔放 な ま での神 話 の読み 替 え、神 話創 造 の ムー ヴ

メ ン ト(運 動)は 、 近代 的 なイデ オ ロギー とい う枠組 み で は と らえ られ ない可

能性 を 『日本神 話』 のな か に発 見 し うる、重 要 な知 の 現場 」(p.137)と 指 摘 さ

れ た よ うに8、 「中世 日本紀 」が歴 史 の表 舞台 に登 場 した のは 、 「歴 史 的な視 点 が

つ い陥 りや すい 」(p.137)と い われ た 、 「顕 密仏 教9」 のイ デオ ロギー要 素 と して

で あ った。 これ らの 言説 をイ デ オ ロギー 要素 と して では な く捉 え直す た めに 、

まず 、和 歌 の注釈 か ら生 み 出 され た 「中世 日本紀 」 と中世 社会 との 関連 性 を追

究す る ことか ら始 めた い。

その た めに、本 節 で は、 まず 、和 歌 と 「日本紀 」 の関係 を確 認 し、 そ の後 、

これ らの うち 、いか な る世界 が社 会 的 に連 続 し、展 開す る可能 性 が あ るのか に

つ いて考 察 したい。

次 に示 す の は、『古今 和歌集 』(以 下 、特別 な場 合 を除 き 『古今集 』 と称 す)

仮名 序 で あ る。まず 、この序 文か ら、和 歌 と神代 とつ な が りを確認 した い。(文

中の(漢 字)は 引用者 が付 した)

(天 地)
この うた、 あめつ ちの 、ひ らけ は じま りけ る時 よ り、 いで に け り。 しか あ

(下 照 姫)
れ ど も、世 につ た は る こ とは、 ひ さか た のあ め に しては 、 した て るひ め に

く 　 ま 　 　 ラ

は じま り、 あ らが ね のっ ち に して は、 す さの をのみ こ とよ りぞ 、お こ りけ
　 　　

る。ちはや ぶ る神 世 に は、 うた の も じも さだ ま らず 、す な ほに して、 事 の

心 わ きが た か りけ ら し。 ひ との世 と な りて 、す さの をの み こ と よ りぞ 、
く　 　 　 ラく　 　 　 　 　 　 　ラ

み そ も じあま り、 ひ と も じは よ み け る。(『 古今 和歌 集』 仮名 序lo)

仮 名序 にお け る神 話 的世界 は 「あめつ ち」 の 二元 的世 界 に よって構成 され て

い る。 つま り、天上 に お ける 「神 世 」 と地上 にお ける 「人 の世」 で あ る。 この

二 元的 な世 界 は、 「うた 」が天上 か ら地 上へ連 続 しなが ら伝承 され た こ とを示 し

て い る。 さ らに、 「す さの をのみ こ と」 が 「みそ も じあ ま り、ひ とも じは よみ」

とい う形 の 歌 を登場 させ た とされ て い る。これ に よ り、 「地上 」にお け る和 歌 の

伝承 譜 が、 神代 の 「す さの を」 に起 源す るもの として描 かれ てい る。

しか し、 次 に示す 『七十 一番職 人 歌合 』序 は、和 歌 を神 が伝 承 してき た とい

古 代 か ら近現代 に至 る までの 広 いスパ ン のな かで、 文脈 を 自在 に形 成す る 「日本神 話 」

の姿 を捉 え、 中世神 話 が中世 で のみ終 止符 を打 つ もので はな い こ とを鮮 明 に してい る。
8斎 藤英喜 『読み替 えられ た 日本 神話』前掲 注(7)書

。
9黒 田俊雄 「顕密 体制の展 開」(『 黒 田俊雄 著作集』第二巻

、法蔵館 、1994)所 収。
loテ キス トは

、佐伯 梅友 校注 『日本 古典 文学 大系8古 今和 歌集 』(岩 波 書店 、1958)所 収

本 を使 用。
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う伝 承譜 は継承せ ず 、仮 名 序 の神 話 世界 を踏 ま えつつ 、 さ らに新 しい展 開 を見

せ て い るので あ る。 この 『七十 一番 職人 歌合 』 とは、明応 九年(1500)末 頃の

成 立 と考 え られ てい るもの で あ り、公 家 が仮 託 した各 種 の 「職 人11」 や 「職 能
つがい

民12」が左 と右 に分 かれ て 番 を作 り、そ れぞ れが題 目に即 した和歌 を詠 み 、左

右 の どち らが優 れ てい る かが判 定 され る、 とい うもので あ る。

天 地ひ らけ し時 、逆 鉾 の くだれ りけ るよ り、道 を玉鉾 と名 づ けて 、 よ うつ の

道 をた て た り。 こ とに歌 をや ま とと名 づ けて 、 わが くに の こ とわ ざな りけれ

ば、神 の道 に もか よひ 、 人 の心 を もや は らげけれ ば、金 殿 の 光 こ とな るみ ぎ

り、 を うかな る草 の筵 に も心 を のべ け るあ ま り、そ の道 をか た ど りて、 を の

/＼ 左 右 をわ か ちて歌 を合侍 へ り。題 は月 と恋 を出 して 、衆議 にて判 じける

な るべ し。 い と興 あ りに け るにや。

(『七 十一 番職 人 歌合 』序13)

この 序 には、 『古 今集 』仮 名序 と同様 の 「天 地 」の 二元 的世 界 と、そ の 「天 」

か ら 「地 」を結 びっ け る 「道」(「 玉鉾 」)が 作 られ 、 「をうか な る草 の筵」 とい

う三つ 目の世界 が登 場 して い る。す な わち 、『古今 集 』仮名 序 の 二元 的 な世界 が

『七十 一番 職人 歌合 』序 文 に 引き継 がれ な が らも、 変容 を遂 げ てい る こ とがわ

か る。

伊藤 正義 氏 が先 の論 文 のな かで 、 厂古 今集 の仮名 序 は 、最 も はや く、した が っ

てま た最 も権威 あ る和 歌源 流 史で あ り、古 代和 歌史 で あっ た。 だか ら 『あ めつ

ちのひ らけ は じま りけ る時 よ りい で』 来 た歌 の歴史 を跡 づ け よ うとす る とき、

日本書 紀 、 さ らに神代 紀 が重 視 され るの は必然 で あっ た ろ う し、 さ らに古語 、

故事 に関連 して 、万葉 集や 古 今集 の注 釈 が 日本 紀 に負 う部分 は多 かっ たの で あ

る」(p.29)と 論 じ られ た よ うに 、『日本 書紀 』 の神代 巻 が 中世 的変容 を遂 げ た

原 初 に 『古今集 』 仮名 序 を位 置づ け る こ とが で き るの で あ る。 ま た、和 歌 の解

ll中 世における 「職人」は
、現在考えられている手工業者を中心 とする意味とは異なるた

め、本文中で使用する場合は、「 」を付す。あるいは、「道々の輩」とい う史料用語に

代替 させ ることもある。本文で 「職人」と示す時は、テキス トのタイ トルに従ったもの

か、現在的な意味も含む意味で使用した場合 に限る。
12本 稿で使用す る 「職能民」は

、「職能」 を社会や組織の中で一定の役割を前提 にした用

語であることを踏まえた上で、職人の社会的役割 を含む意味で使用 した。「職能民」 と

いう言葉を歴史学的に使用 したのは、網野善彦氏である。網野氏は、職人や職能民を 「非

農業民」や 「百姓」の活動形態などとの関連させているが、本稿では、少 し視点を変 え

て、公家社会 との関連で 「職人」や 「職能民」にっいて取 り上げている。
13本 テキス トは

、岩崎佳枝校注 『新 日本古典文学大系61七 十一番職人歌合 ・新撰狂歌集
・古今夷曲集』(岩波書店、1993)所 収本 を使用。
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釈 学が進 んだ 中世 に お いて は、 歌学 自体 が 厂神 話14」 と調和 す る もので あっ た

と考 え られ る。 それ は 和歌 その もの を理解 す る手 段 と して存在 してい た と同 時

に、和歌 を詠 じる行 為 の根拠 に 、 「神話 」に よ る裏付 けを必要 と した こ とも読 み

取 る こ とが で き る。

この 時代 にお け る 「中世 日本 紀」は 、従 来 、主 に 、 「中世神道 」の書や 密 教 と

の 融合 につ いて 取 り上 げ られ るこ とが多 か った が、『七十一 人職 人 歌合 』序 文 の

なかで 、詠 み手 に仮 託 され た 「職 人」 がや は り 「神 」 との 関係 を有す もの と し

て 一括 され てい る点 は 、 「神 話」の社 会的 展 開 の一つ と して 見出す こ とが で きる

ので はない か。 そ して 、それ 以 前 に成 立 した 「職 人 歌合 」 に登場 す る 「職 人 」

も併せ て、 なぜ 「神 話 」 に職 能 を意 味す る 「道 」 が新 しく作 られ た のか を追 究

す る こ とに よ り、 中世 にお け る天皇や 職 能 との神 話 的 関わ りが明 らかに な る と

考 え られ る。

(2)「 道 々の輩 」 と和 歌

「職 人」 や 「職能 民 」 であ る 「道 々の 輩 」 に公家 が 自らを仮託 して歌 を詠 む

「職人 歌合 」 の うち、 『東 北院 歌合 』や 『鶴 岡放 生会 歌合 』 が十 三世 紀後 半 に、

『三十 二番 歌合 』 と 『七十 一番 職人 歌合 』 が十 五世 紀後 半 に成立 した と され て

い る15。っ ま り、 この よ うな 「職 人歌 合 」 の形 式 と、 これ ら 「道 々 の輩 」 をま

とめ て描 いた絵 画 の成 立 は、鎌 倉時 代 に起源 す る こ とにな る。 「職 人歌合 」とは、

実 際 の 「道 々 の輩 」 はそ の場 に存在 してい な いが 、彼 らに 自らを仮託 した公 家

た ちが集 い、 「道 々の 輩」を詠 む行 為 の こ とで あ り、公 家 の立場 か らの擬似 的 な

「職人 」や 「職 能民 」 と して の 厂道 々 の輩 」の世界 を形 成 して い る とい え よ う。

兵藤裕 己氏 は 、 「和 歌 を ヨム」行 為 を、 「私 た ちの地域 的 ・階級 的 な差 異 を不

断 に解 消 させ て 、抒情 ・感 情 の レベ ル で"日 本"と い う共 同性 を幻想 させ て き

た仕組 み 」(p.180)と し、 「和 歌 を ヨム とは、そ の ヨム行 為 にお いて 、ヨ ミ手 の
アイデンティファイ

個 的 な心 ・体 験 の表 出 を、和 歌世 界 の共 同性 に転位 す る 自己 同一化 す る行

為 で あ る」(p.198)と してい る16。 「職 人 歌合 」 とい う行為 は 、つ ま り、"日 本"

とい う 「抒情 ・感 情 」 の レベ ル では な く、仮託 に よる 「道 々 の輩 」 世界 の 「共

同性 を幻想 」す る行 為 と して 、公 家 が、 「職人 」た ちを 自分た ちの価 値観 によ っ

て読 み替 え る もので あ った と考 え られ る。

また 、兵藤 氏 は、 「『古今 集 』の勅撰 とは、要す るに貴族 社会 の共 同性 が 、天

皇 の名 にお いて 一元 的 に規範 化 され た こ とを意 味 してい る。 そ こに 『古 今集 』

14本 稿で 「神話 」 と称す場合
、 「日本 紀」をは じめ、 「中世 日本紀」や 「中世神話」 を含む も

の とす る。
15岩 崎佳枝 『職人歌合』(平 凡社、1987)参 照。
16兵 藤裕 己 「和歌 と天皇 」(『 王権 と物語』青 弓社 、1989)
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編纂 の、 たん な る作 歌 の手本 な どで は ない 、 もっ とも重要 な政 治(=祭 祀)的

意 義 は考慮 され な けれ ば な らず 、 また表 現 史的 には 、 ほん とうの意 味で の 〈和

歌 〉の成 立 の問題 」(p.198)と して 、 「和 歌 を ヨム」行為 に よっ て生 じる公家 社

会 の共 同性 そ の もの に何 らか の政治性 が含 まれ てい る こ とを指 摘 され た。

「職 人 歌合 」の場 にお いて 、擬似 的 な 「職 人 」世 界が形 成 され た背 景 には、

兵 藤氏 が指 摘 され た よ うに、 「和 歌 を ヨム」行 為 に よって 「共 同性 を幻想 」す る

とい う一 種 の公 家社 会 に特 有 な役割 が存 在 していた の では ない か。 そ して 、 自

ら仮託 した 「道 々の輩 」 の立場 を詠 み合 うこ とで これ らを共 有 し、 和歌 を介 し

て彼 らの存在 を政 治的 に認 める歴 史的 文脈 が存在 してい た と考 え られ る。

また、 「道 々の輩 」以外 で は、実際 にそ の場 に いな くて も登場 す る人 物 として

「天 皇」が 挙 げ られ る。『七 十一番 職 人歌 合』序 文 に 「金 殿 の光 こ とな るみ ぎ り、

を うか な る草のむ しろ に も心 を のべ け るあま り」 とい う一 文が 登場 して い る。

この 「金 殿 」 とは、 天皇 の こ とで あ り、具 体 的 には後 柏原 天皇 の践 祚 を意 味す

る とされ て い る17。そ して、 この 「を うか な る草の筵 」 とは 、『三十 一 番職 人歌
く　ラ

合』 序 の一 文で あ る 「こ 》に我等 卅余 人 、賤 しき身、 しな同 じき もの か ら、そ
く 　 エ

の む しろ にの ぞみ て、 そ の名 をか け ざる こ と、将来 多 生 の恨 な り18」の意 味 を

踏 ま えた もので あ り、 「賤 しき身 品同 じき もの」で あ る 「道 々の輩 」を指 して い

る。岩 崎佳 枝 氏 の解説 によ る と、『七十 一番 職 人歌合 』序 文 には 、後柏 原 天皇 の

践祚 し、天 皇 の代替 わ りに よ って、世 の平穏 を期 待す る心 が人 々 の間 に起 こ り、

一 種 の祝言 的 な意 味 と期 待感 が 込 め られて い る のだ とい われ る19。 よっ て、 こ

の 歌合 には 、天 皇か ら 「道 々の輩 」 ま での人 々 が構 想 され て い るこ とが判 明す

るので あ る。但 し、この天 皇 は 、後 柏原 天皇 で あ り、天 皇 の存在 につ い て は 「神

話 」によ って説 明 され てい ない点 で 、 「道 々 の輩 」が置 かれ て い る位 相 と異 な り、

公 家 と同様 の実 際的 な立 場 に ある とい え る。

よって、 「道 々の輩 」に仮 託 した 「和 歌 を ヨム」行 為 によ って幻想 され る 「共

同性 」や擬似 的 世界 の うちには 、 「賤 しき」 もので ある 「道 々の輩 」 とも身分 的

な隔 た りを公家 が認 めつつ 、神 話的 次元 で は、連 続性 の あ る もの と して捉 え よ

うとす る実 際 的 な意 図 との二重 の意 識構 造 を読 み取 る こ とがで き る。 ま た 、 こ

の よ うな公 家社 会 にお け る二重 の意 識構 造 は、 中世 にお け る擬 似 的世 界 の形 成

と、公 家社 会 にお け る諸 芸 や諸 道 の秘密 伝授 と も関係 してい た ので あ る。

17岩 崎佳 枝 『職人歌合 』(前 掲注10書)参 照 。
18本 テキス トは、 『群 書類従』二十 八、所収本 を使用。
19岩 崎佳 枝 「文学 と しての 『七十一番職 人歌合』(前 掲注9書)所 収。
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第2章 灌頂と公家社会

「職 人 歌合 」 の場 にお け る職 能 を有 す 「道 々 の輩」 や 、そ の祝言 の 対象 で あ

っ た 「天 皇 」の不在 は 、す なわ ち、 「職 人 」や 天 皇がそ の場 に実在 してい る とい

う擬 似 的世 界 を作 り出 して い るもの で あ り、 これ は、 公家 とい う限 られた 立場

の人 々 に よ る歌合 のな かで可 能 とな った 「共 同性 」であ った。 この 「職 人 歌合 」

に お け る 「道 々の輩 」 は、天 皇や 公 家 と同 じく 「日本 紀」 の なか に起源 を共有

す る者 と して位 置づ け られ た とい う点 で、詠 み手 と対 象 との 間 にあ る身分 の実

際 的 な隔差 が起源 的 に乗 り越 え られ てい る とい え よ う。そ して、 「職 人 歌合 」が 、

天 皇践祚 の祝言 と して昇 華 され る こ とに よ り、公 家 に よって作 られ た 特別 な 「道

々 の輩 」 の存在 が天 皇 に結び つ け られ てい る構造 を読 み取 る ことがで き る。

この よ うに 、 「職 人歌 合」の序 に表 れ た 「中世 日本紀 」に は、身 分 的 な隔差 を

公 家 の立場 か ら正 当化す る根 拠 と して の意義 が あ った と考 え られ る。 しか し、

これ らは公 家社 会 にお け る 「中世 日本紀 」 の論 理 の一つ で あ り、そ の論理 の源

には 、 「日本 紀 」が 「中世 日本紀 」 とな り、醸成 され る母 体 が存在 した と考 え ら

れ る。

順徳 天皇(ll97-1242)が 承 久 三年(1221)に 著 した 『禁 秘 抄』 は、天 皇 とし

て の 心得や 儀 式や作 法 に 関す る起源 や 由来 が記 され た書 で あ る。 そ の なかで 、

天 皇 の心得 として挙 げ られ てい る第 一 には 「学 問」、そ して、第 二 には次 に挙 げ

る 「管絃 」で あ る20。

第 二 管絃 、延 喜 ・天暦 以後 、大 略 不絶 事也。 必 可通 一 曲。 円融 ・一 条吉例 ニ テ

今 笛代 々之御 能也。 和 琴又 延喜 ・天暦 吉例 、箏 同 之、琵 琶雖 無殊 例 可然 事也 。

笙 篳篥 未 聞。 笙 、後三 条 院学給 、 篳篥 不相 応事 也。 音 曲上 古有例 、 堀川 院 内侍

所 御神 楽 之時 別有 此音 曲。鳥羽 ・後 白河御 催 馬楽 雖不 窮其 曲 、巳晴御 所 作云 々。

又 後 白河 今様 無比 類御 事也 。何 モ 只可 在御 心。 笛 、堀川 ・鳥羽 ・高 倉法 皇代 々

不絶 事也 。但箏 琵琶 何 劣哉 。和歌 自光孝 天皇 未絶 、雖為 綺語 我 国習俗 也。(以 下

略)

本 資料 には、 「管絃 」として天皇 が た しなむ べ き もの と して 、和琴 、箏 、琵 琶 、

笙、 音 曲、催 馬 楽、今 様 、笛 、和 歌 が挙 げ られて い る。 これ らの うち、音 楽や

和歌 に 関 して は、密 教 に よって秘 伝化 され 、灌頂 に よ って伝授 され て い る もの

が ほ とん どで ある こ とに気づ く。

中世 で は、広 く秘儀iを伝授 す る こ とを 「灌 頂」 と称 し、特 定 の芸能や 技術 の

伝 授 に対 し行 われ た。現 在 の とこ ろ確 認 で き る 「灌頂 」 は、伝 法灌 頂 、結 縁灌

20本 テ キス トは
、 『群 書類 従』第二六輯 、所 収本を使用。
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頂 な ど、仏教 界 にお け る仏 弟 子生 産 のた めの もの をは じめ 、寺 家や 社家 に伝 承

され た もの と しての 、即位 灌 頂、神 祗 灌頂 、御 流神 道灌 頂 、神 道灌 頂 、麗 気記

灌 頂 、 日本 紀灌 頂21、 諸神 灌 頂 、諸 社灌 頂 、伊 勢灌 頂 、熊 野権 現 灌 頂 、奥 砂灌

頂 、素 盞烏灌 頂 、三輪 灌頂 、 日月 星灌 頂 、光 明灌頂 、神 道遷 宮 之灌 頂 、 日輪大

灌頂 、 三種 神器 灌 頂 、最極 秘 密権 現 法 楽灌 頂 な どが挙 げ られ22、 公 家社 会 に お

い て伝 承 され た芸 能 ・文 芸 に関 わ る もの と して、琵 琶灌 頂(啄 木 灌頂)23、 箏

灌頂24、 鳳 管(笙)灌 頂25や 和 歌灌 頂 、 入木 道灌 頂26、 韻鏡 灌 頂27な どが挙 げ ら

れ る。

これ らの秘儀伝 授 は、 いず れ も仏教 儀i礼の一つ で あ る 「灌頂 」 とい う伝 授 の

形式 に共通性 を もつ もので あ る。 しか し、諸 芸や 道 の伝授 の際 に も、 「印信」や

「血 脈 」な どの伝授 の た めの文 書形 式 も用 い られ てい た こ とか ら、 「諸 道 き はむ

る」伝授 の方 法 と して広 く用 い られ てい た こ とが わか る。 また 、先 に挙 げ た灌

頂儀 礼 に基 づ く秘説 の伝 承 元 は、寺 家や 社家 、公 家 であ った こ とか ら、 中世 に

お ける権 門の なか で共有 してい た 「中世 日本 紀」 文化 圏 とい うもの が存在 して

いた と考 え られ る。 そ の 中で、 天皇 は 、 これ らの灌頂 を受 ける対 象 と して 、常

に 「中世 日本紀 」 のな か に対象化 され てい た と考 え られ る。

そ して 、 この 「中世 日本 紀」 を母 体 とす る秘伝 や秘 説 は、 諸芸 や諸 道 の流 派

を形成 し、大 日如 来 を至 高 尊 とす る密 教 世 界 と融 合 して ゆ く。

第3章 密教と灌頂

(1)琵 琶灌頂と大日如来

即位儀礼において即位灌頂を行った天皇は、多くは 「大日如来」に比定され

21こ れ らは、 「神道灌頂 」と して一括 して考 え られてい るもの である。 「目本紀灌頂」の なか

に、 「日本紀灌頂 」や 「麗気灌頂」や 「神祗灌頂 」が含 まれ てお り、神話 を素材 とす る灌頂

が多 く行 われ た。 なお、 これ らの灌頂 資料の一つ として阿部泰郎編 『仁 和寺資料 【神道篇 】

神 道灌頂印信』(名 古屋大学比較 人文学研究年報 第二集 、2000)が 挙 げ られ る。
22こ れ らの灌頂 については

、前 掲注21書 を参照。
23「 一

、比 巴灌頂ナ ト申事ハ啄木事也 、箏灌 頂ハ水調 ・盤渉調 々子 ヲ申也」(『 愚 聞記 』)と

して、啄木 を伝授 す ることが 「琵琶灌 頂」 とされ 、 「箏灌 頂」は、 「水調 ・盤 渉調 々子」 を

指す場合 があった。 この点 につ いては、磯水絵 「琵 琶秘曲伝 授作法の成 立 と背景」(『 説話

と音楽伝承』 和泉書院、2000、 初 出1983)参 照。
24長 禄二年 九月卅 日 「今 日箏 秘調 〈当流灌 頂〉伝 受奉行隆重朝臣」(「 十三絃 秘曲伝授次第 文

安二年一長禄 四年」)と い う一 文があ る。箏 の秘 曲伝 授が 「灌 頂」 と して捉え られ ていた こ

とを示す。
25「 明応二年鳳 管灌 頂記」(『 続群書類従』 第一九輯上)参 照。
26『 諸家々並記』筆道 には、 「一品宮 よ り、享 和三年三月十九 日、入木道灌 頂御相伝上 有之候

由(以 下略)」 と見え る。
27『 言継卿記 』天文十三年六 月廿三 日条に 「韻 鏡之灌頂之一紙遣之」 と見 える。
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る存在 であ った28。 この 厂大 日如来 」 は、真 言密 教 の最 高尊格 にあ る仏 で あ り、

天皇 はそ れ と同等 の力 を持っ 密教 の至 高尊 と して擬 似 的 な意 味 を付 与 され た存

在 であ った。

この よ うに、灌 頂 の理念 や 世界観 か ら明 らか にな る 「中世 日本紀 」や 密教 的

世 界 の共 有 は、天 皇 の即位 灌 頂 に留 ま らず 、他 の諸 芸や 諸道 にお ける灌 頂 に も

通 じる もので あ った。

次 に示す の は、 宮 内庁書 陵部 に所蔵 され 「伏 見宮 旧蔵 楽書 集成 」 に収 め られ

てい る 『琵 琶灌 頂 次第 』で あ る。 このな かの 「先 帝 王御灌 頂 次第 」は、元 久二 年

(1205)三 月 、藤原 孝 道 に よって撰 述 され た琵琶 灌 頂 につ いて の 口伝 で あ る29。本

資料 につい て は、す で に、磯 水絵 氏や 豊永 聡美 氏 に よ る詳 細 な研 究 が あ るため30、

こ こで は詳 し く触 れ な いが 、引用 したの は、 「灌 頂」が密 教 に密接 に関わ る もの

と して説 明 され て い る部 分 で ある。(説 明 の必 要 上、引用者 に よって 内容 を1～

IVに 任意 的 に分 け 、本文 中に下線 部 を引 いた)

1以 吉 日御 精進 、御 行 水 、御殿 の もや に御 座 をま うく、御 う しろに御 屏 風 を

立、御 座 等 皆新 調 な るへ し、 きぬ屏 風 部 な とにて もあ るへ し、御 しとね を

ま うくへ し、(中 略)か ね て三 日な と御 精進 あ るへ き也 、其 故 は大 日如 来最

秘密 灌 頂 な り、 故 に上 天 下界諸 天 善神 、悉 を う護 せ させ 給故 也 、先許 可 あ

るへ し、 許 可 と 申す は、 曲を授 ま い らせ て、 や かて お ほ え させ まい らす る

也 、(中 略)

H御 灌 頂 の き しき、御拝 、先 妙音天 、御 心 中に其 由 を可被 思食 也、次 に琵琶 、
ヰ ノ マ へ

次 に賀 茂 大明 神 、管 絃 の しゆ くん神 にて わ た らせ 給 よ し、 申つ た へ た るゆ

へ也 、(中 略)

皿 大方 三 曲伝授 は皆灌 頂 と申す 、真 言 の三 部灌 頂 同事 な る故 也 、(中 略)昔 は

三 曲の 中 に一 曲 にて も伝 へ ぬれ は、血 脈 に入 て 、 ひは 引 にて あ りけ り、後

28天 皇 の即位 灌頂 にお い て大 日如来 が天皇 に擬 され る点 に
つい ては 、上川 通夫 「中世 の即

位儀i礼 と天 皇」(『 日本 中世 仏 教形成 史 論』 校倉 書 房 、2007)が 、顕 密 主義 を指 向す る

仏教 イ デオ ロギー と して位 置 づ け られ てい る。 松 本郁 代 『中世王 権 と即位灌 頂 』(森 話

社 、2005)で は、 真 言密教 に よって天 皇即 位 を位置 づ けた 即位法 の世 界観 につ いて 分析

した。顕密 主 義 を指 向す る点 につい ては異 論 がな いが 、本 書は 、イデ オ ロギー の解 明で

は な く、 そ のよ うに して構 築 された世 界観 が包 有 して いた 中世的 世界 を見 出そ うと試 み

た もので あ る。
29本 テキス トは

、 『図書寮叢刊 伏見宮 旧蔵楽 書集成』一(宮 内庁書陵部、1989)、 所収本 を

使用。
30磯 水絵 「琵琶秘 曲伝 授作法 の成 立と背景 」(『 説話 と音楽伝承』和泉書 院

、2000、初出1983)、
豊永聡美 「後鳥羽院 と音楽」(五 味文彦編 『芸能の 中世』2000、 の ち 『中世 の天皇 と音楽』
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白河 院御 時 よ り、御 さた あ りて 、木(※ 啄木一 引用者 注)つ た へ さるを は

ぬ きて 、木 伝受 を と りわ き灌 頂 と して血脈 に入 さた め られ た る也 、灌 頂 の

次第 の 本説 た しか な らす とい え とも、賢縁 ・院禅 な と しき をっ く りた るよ

し、(中 略)

IV琵 琶は妙音天三摩耶形なり、曲又本尊の三摩地なり、大日如来最秘密の深

法 な るか ゆへ に 、殊 に秘 すべ き道 也 、諸 道 きはむ るを は灌 頂 と申す 、お か

しき事 也 、真 言 よ りこ とお こ りて 、ひ は ㌧子 細 あ るに よ りて 、三 曲相 伝灌

頂 と申へ き也 、か きあ らはす にお よはす 、 口伝 あ るへ き也 、

1は 、灌 頂 を行 う場 の設 営 につい て の説 明で あ る。 下線 部 に は、三 日を精進

す べ き とあ るのは 、 「大 日如 来最 秘密 灌頂 」で あるか らと して、ここに も至高 尊

で ある 「大 日如来 」が 登場 してい る。 そ して、1工で は、妙 音 天 、琵琶 、 賀茂 大

明神 に拝礼 す る 旨の灌 頂 の次第 が記 されて い る。 これ らは、琵 琶 灌頂 の い わば

本 尊 とな るもので あ る。 さ らに、IIIでは、 三 曲伝 授 され る こ とが 「灌 頂 」 と称

され 、 「三部灌 頂 」と同様 の意 味 を指す と説 明 され て い る。この 「三 部灌 頂」 と

は、 おそ ら く、金 剛界 、胎 蔵界 、蘇 悉 地 の三部 を指す と考 え られ る。 また 、昔

は三 曲 の うち一 曲で も伝授 され た ら、 琵琶 弾 き と して血脈 に入 る こ とがで きた

が 、後 白河院 の時 よ り、三 曲の なかで も特 に 「啄木 」 を伝 授 され る ことが 「灌

頂 」 を意 味す るよ うにな り、 それ に よ って 「血 脈」 に連 な るの で あ る という 。

そ して 、 これ に よ り、賢縁 や そ の弟 子 の院禅 に よる妙 音 院流 の相 承 が で きたの

で あ る と説 明 され て い る。

IVに は、琵 琶 が 「妙 音天 」の 「三摩 耶形 」を意味 し、 これ は 、 「曲」や 「本 尊」

の 「三摩 地 」を示 してい るの で あ る とい う。 「三摩耶 形 」とは、仏や 仏 菩薩 の誓

願 を表す た めの持 物 で あ り、 「三摩 地 」とは 、悟 りに入 る境 地 を意 味す る こ とか

ら、妙 音天 の持物 と して の琵琶 そ の ものが 、曲や 本尊 で あ る妙 音 天 の 「三摩 地」

を示 してい るとい うことに な る。そ して、これ が、 「大 日如 来最 秘 密 の深法 」で

あるの だ とい う。

続 けて 「諸 道 きはむ るを は灌 頂 と申す」 として、 「灌 頂 」の意 味 が定 義 され て

い る。 そ の上で 、改 めて 、 この 「琵琶 灌 頂」 を 「三 曲相 伝灌 頂 」 と称す ので あ

る と し、 これ らは 口伝 で のみ 伝 え られ る もの で あるの だ とい う。

この灌 頂 の なか では、 「大 日如 来最 秘密灌 頂 」であ る と しな が らも、即位 法 の

よ うに、 「大 日如 来 」が本 尊 とな るよ うな形 で、 「妙音天 」 と同体化 され てい な

い。 琵琶 灌 頂 が 「大 日如 来 」 の 「最 秘密 灌頂 」で あ る とされ た のは 、琵琶 灌頂

の理 念 が真 言密 教 に よって解 釈 され て い るため であ る。 この よ うに琵 琶灌 頂 に

吉川 弘文 館、2006)参 照。
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登場 す る 「大 日如 来 」 の存在 か ら、琵 琶 の 曲伝授 は密 教 と直接 関係 す るもの で

は ない が、灌 頂 の際 に は、密 教 に よる理論 が 琵琶 の秘 曲伝 授 を支 え てい た とい

え る。換 言す れ ば、中 世 にお け る 「大 日如 来」 とは、密 教 界 のみ な らず、 「諸道

き はむ る」世 界 に通用 す る尊:格であ った ので あ る。

(2)和 歌灌頂 と三部 曼荼 羅

厂大 日如 来 」 は、琵 琶灌 頂 以外 に も、和 歌灌 頂 に も登場 して い る尊:格で もあ

った。 た だ 、資料 とす るテ キス トの性 質 が前節 で取 り挙 げた 「琵琶 灌頂 」 と異

な るた め、 これ らの灌 頂 の内容 を直接 的 に比較 で き るもの で はな い。 しか し、

諸 道 の灌頂 にお ける 「大 日如 来」 の位 置 を考察 す る上 では 、一 つ の資料 と して

考 え られ るた め、 以下 に示 して考 察 したい。

『日本 古典 偽書 叢刊 』第 一巻 に は、『和 歌古 今灌 頂巻 』 『玉伝 深秘 巻(抄)』 『伊

勢 物語 髄脳 』『伊 勢 所 生 日本 記有 識 本性 仁伝 記 』 『伊 勢物 語 見 聞書 抄』 『長 明文

字鑠 』 が収 録 され てい る。 これ らは、撰 者 を空海 や在 原 業平 、藤 原 定家 、鴨 長

明 に仮 託 した 中世 の和 歌灌 頂 に関す る書物 で ある。 そ の うち、 次 に示 す 『古 今

和 歌灌 頂』 は、密 教 に よって解 釈 され た和 歌灌頂 の場 面 が説 明 され てい る もの

で あ る(説 明 の必要 上 、引用 者 が 内容 を1～Hに 分 けた)。

1一 和 歌 に、三 曲あ り。ア ・バ ン ・ウン の三字 な り、*は 胎蔵 、*は 金 剛、

*は 蘇悉 地 の大 日 とい ふな り。真 言 の秘 々 な り。 胎金 共 に、 は なれ ず して、

然 か も、各別 の名 あ り。 これ 即 ち我 等が 一心 な り。真 言 の秘 肝 な る故 に、こ

れ を略す 。これ ま た 、歌 に和 ら ぐる時 は、胎 蔵 は歌 の実意 、金 剛 は歌の 言意 、

ア は即 ち吾等 の 体、 これ また 、歌の花 言 な り。然 れ ば、蘇 悉地 とこれ を表す

か。(中 略)

Hそ もそ も、大 日摩 訶 毘盧遮 那 仏 とは、これ虚 空遍 法界 の 大 な り。また いふ 、

常住 三世 浄妙 身 とも、周 遍法 界摩 訶 盧遮 那 とは吾身 、々々即 ち法 界、 々々則

ち吾 身 な る問、一切 皆 な大 日の 姿た る な り。大 日を ば、周遍 法界 の大 といふ

な り。 知 るべ し。大 日即 ち歌 菩薩 、 々々即 ち人 丸、 々々即 ち 歌な り。大 日同

体 に して へ だて な し。 然 るに 、歌 の風 、外 に あ らざれ ば、身 をす てて 、いつ

くをたつ ぬべ き。本 よ り胸 に住せ り。 口を出 るの歌 、即 ち歌菩 薩 、々々 即大

日遍 照 の化性 な り。

1に は 、和 歌 に 「三 曲」 あ りと して 、 この 「三 曲」 が金 剛界 と胎蔵 界 と蘇 悉

地 がそ れぞ れ に比 定 され てい る。これ は前節 に示 した 「琵 琶灌 頂 」にお け る 「三

部灌 頂 」 と同 じ密教 解 釈 であ る。 そ して、胎 蔵 界 と金 剛 界 が不 二で あ る とい う
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思想 や 、歌 に は 「実 意」、 「事 言」、 「体 」 が示 され てい る とし、歌 を密 教で い う

三密 の 身 口意 に比定 してい る。 そ して、Hは 、和 歌灌頂 にお け る 「大 日摩 訶毘

盧遮 那 仏」す な わ ち、 「大 日如 来」の意 義 が説 明 され てい る部 分 であ る。す な わ

ち、 この大 日如来 が 「歌 菩薩 」 と しての 「人 丸 」(柿 本 人 麿)で あ る とい う。 こ

の 「人丸 」は 、また 「歌」で あ る と し、それ ぞれ が 「大 日同体 」で あ る とい う。

この和 歌灌 頂 では 、本尊 で あ る 「人 丸」が、 「大 日如来 」 と同体で あ る もの と し

て位 置 づ け られ て い る。そ して、 さ らに 「口を出 るの歌」 が 「歌菩 薩 」であ り、

それ は、 「大 日如来 」 の 「化性 」 で あ る と説 明 され て い る。

先 ほ どの 「琵 琶灌 頂 」で は、 「大 日如 来」その ものに同 体す るので は な く、大

日の教 えが琵琶 灌頂 の 教 えを伝 え る最高 尊格 と して位 置づ け られ て いた。 これ

に対 し、本 「和歌灌 頂 」で は、 「大 日如来 」が 「人 丸」や 「歌」 その もの と同体

とす る こ とに よって、 一つ の本 尊 として認識 され て い るこ とがわ か る。

また、同書 では 、和歌 にお け る密 教 の意 義 を、 「あ な事 も疎 かや な。真 言教 の

秘肝 を抜 き 出 して 、和歌 を建 立す る とかや 。(中 略)本 来 具 足 の歌道 、三 曲の徳

なれ ば、 蓮 の内 に鎮 かに遊 び 、三 世常住 の歌 、菩 薩 の垂 迹 、今 の人 丸 な り、 然

れ ば、仏 法 は遙 にあ らず 、心 中に して、即 ち近 し」 と説 明 してい る。す なわ ち、

「菩 薩」 が 「垂迹 」 し 「人丸」 とな った ので あ り、 仏法 な くして和 歌 は成 り立

た ない、 としてい る。

この 「和 歌灌頂 」で は、 「大 日如来 」 と和 歌神 で ある 「人丸 」を 同体 とす る説

に よって 、 「大 日如 来 」が 「歌」の世 界 に不可 欠 な もの と して登 場 して い る こと

が わか る。 この よ うに、諸 芸や 諸 道 の灌 頂 にお いて も、 「大 日如 来」 の存 在 は、

世界 の根源 を掌握 す る至 高尊 と して存在 して いた。 この よ うな形 で 形成 され た

密 教 は、 「日本紀 」の原 型 を もはや 保持 しない 、中世 に なっ て新 たに作 られ た 「中

世神話 」 とい えるで あ ろ う。

小川 豊 生氏 は 、この 『日本古 典偽 書叢 刊』 の解説 の なか で、 「『血脈 』や 『灌

頂』 とい う宗 教 的 ・文化 的 システ ム が、 当時 の人 々の書 物 に対 す る観念 の根 本

を左 右 して いた ことに、 わ た した ちは充分 注 意 をそそ が なけれ ば な らない だ ろ

う」(p.294)と して、 従来 、軽 視 或 いは排 除 され て きた仮 託 書や 、 偽 書 と され

て きた 書 に対 す る再検 討 を提 唱 され て い る31。 これ らの書 物 群 に対 す る再検 討

とは、つ ま り、 「中世 日本 紀 」や 「中世神 話」の存 在 が社 会 的 に どの よ うな意味

を持 ち機 能 した のか 、 とい う点 を明 らか にす る こ とで も ある と考 え られ る。

『和歌 古今 灌頂 巻 』の よ うに、次第 に 口伝 がつ け られ、 口伝 に解 説 が加 わ り、

解説 が更 に新 しい世 界 を創 出す る のは 、秘伝 に深 みや複 雑 さが加 わ った伝 承 の

歴 史そ の もの を示 して い るので は ない か。 また 、 この よ うな仮 託 書や 偽書 とい

31小 川豊生 「偽書 の想像 カー 『伊勢物 語髄脳』をめ ぐって」(『 日本古典偽書叢 刊』第一巻、

現代思潮 新社、2005)
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う範 疇 に入 る書 物群 の みな らず 、実際 に天 皇 が伝 授 された 「琵 琶灌 頂 」 の記録

に も、 「大 日如 来 」の教 え に基 づ くと され る 「灌頂 」が登場 してい る。 この こ と

か ら、密 教 に よって裏 付 け られ た 「芸 」や 「道」 の伝 承 は、実 際 に伝承 され て

い た もので あ る ことが わか る32。ま た、 「即位 灌 頂」、 「琵琶 灌頂 」、 「和 歌灌 頂 」

それ ぞれ に 、 「大 日如 来 」が登場 して い る点 は、密 教 の 中世 的価 値 につ い て も再

検討 す る必要 性 が あ る ことを示唆 してい る。

天 皇 に よって 行 われ た 「即 位灌 頂」 や 「琵 琶灌 頂 」 には、職位 や 技術 の継承

や伝 承 とそ の起源 を伝 授者 の 現在 に つ なげ る役 割 が あ った と考 え られ る。 「灌

頂」 とは、 いわ ば 、過 去 と現在 をつ なげ る特 別 な時 間 と空 間 を創 出す る もの で

あった ので あ る。 そ して、 それ は、灌 頂 と して他 に秘 す存 在 で あ りな が ら、血

脈 に よって公 に され る存在 で もあ った。 ま た、 これ らは、密 教 を基 盤 とす る世

界観 に もとつ くが 、そ の宗 教 性は、 一つ 或 い は特定 の宗派 的 な枠 に収 ま る もの

で はな く、 む しろ、灌 頂 にお け る密 教 とは 、継承 や伝 承 にお け る奥義 と して の

神話 を形 成す る基盤 と して機 能 して いた と考 え られ る。

第4章 公家と寺家の神話

諸芸 や諸 道 を公 に秘 す とい う灌 頂 儀礼 が成 立 したの は、単に教 えを秘す とい

う行 為 に とどま らず、 公 に認 知 され た秘 伝 とい う点 で 、他 者 や他流 派 に対 す る

効果 的 な権威 の顕 示 を可能 と した。 そ して 、 この よ うな仕 組 み があ る秘儀 伝授

の背景 に は、神 話 が存 在 して いた。 す なわ ち 、灌 頂 に よっ て 「道 をきは む る」

行 為 とは 、 「道 」 その も のの上 達 に関す る教 え とい うよ り、む しろ、 「道 」 の存

在 基盤 や理 念 と して の神話 的世 界 を獲得 す る ため であ った とい え る。 灌頂 とい

う儀 礼 を通 して師 資相 承 され た和 歌や管 絃 は 、公家 社会 で権 威 的な存 在 となっ

た と考 え られ る。

ま た、『七十 一人 職人 歌 合』序文 で は、公 家 が 「道 々の輩 」を一括 して神 話 的

に掌握 してい た。 この 厂道 々 の輩 」 とは、公 家 の価 値観 に位 置づ け られ た 「道

々の輩 」 で あ り、実 際 の 「道 々の輩 」 で はな か った。 しか し、 実際 に 「職 人 歌

合 」と して 詠 じられ る こ とに よ り、 「道 々の輩 」は、公 家 の詠歌 の対象 とい うも

う一つ の存 在 意義 を持 つ ことにな った ので あ る。

実 際の社 会 にお ける 「道 々 の輩」 とは 、「土 地 の支配 体 系か ら原則 的 に排 除 さ

れ て お り、そ の た め生計 を財 貨 の生産 で ない仕 事 、 しか も、卑 賤視 され る仕 事

32お そ らく、偽 書 と して認 識 されてい るのは、灌頂 と標 榜 しなが ら実際 に灌頂儀i礼に用い られ

なかった ことが考 えられ る。 もちろん、 口伝的 な形 式を作為的 に作 り出 し、 「灌頂」 と称 し

た書 もあると考 え られ る。 しか し、 「大 日如来」 が登場す る 「灌頂」 に関 しては、琵琶灌頂

のよ うに実際 に灌 頂の秘伝 として存在 していた こ とか ら、 「荒唐無稽 」な どの表現に見 る内

容 的な側面か らでは、一概 に偽書 として判定で きない と考 え られ る。
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に頼 らざ るを えず 、 そ こで 当然 「芸 能 」 に よる生 き方 を求 め るこ とに なっ た。

っ ま り社 会 の基本 的 生産手 段 と結合 しない で 「芸 」 と 「能」 とを発 揮 で きる よ

うな仕事 、す な わ ち、掃 除 ・土工 ・汚 物処 理 ・屠殺 な どか 、ま た は雑芸 や 呪術

の類 に、生活 の 資 を求 める こ とにな った。 非人 身分 は 、だ か ら階級 関係 をその

成 立の 直接 の契機 と しないだ けで な く、(と い って も、結果 と して は若 干 の階級

に属 しまた は新 た に形成す る ことに な るわ けで あるが)、特 定 の社会 的 分業 を色

濃 く表 現す る もの に なった の で ある」(黒 田俊 雄 、p221-222)と して、 「道 々 の

輩 」 に よる特殊 な技 能 を社会 的 ・国家 的 文脈 の 中で解釈 し、彼 らの一 部 は 「非

人 」身 分 に位 置す る もの と され てい る。い わ ば、「職 人歌 合 」に登場 す る 「道 々

の輩 」 とは 、実在 はす るが別 の価値観 に よって仮 構 され 、 「歌合 」の場 で 作 り上

げ られ る特 殊 な人 々で あっ た とい え る。

この よ うな中世 にお け る 「道 々 の輩」 と ともに、特 定 な空 間 におい て 、実 際

とは別 の価 値観 を与 え られ る存在 と して挙 げ られ るのが 「天 皇」 で あ る。 そ の

空 間 とは 、即位 儀 礼 の場 にお ける 「即位 灌頂 」 で あ り、寺 家 が伝 承 して いた 即

位 法 を基盤 とす る価 値観 に よって 、天皇 の 起源や 意義 が創 出 され た。 この 、寺

家 によ る価 値観 に よって 「天 皇」の即位 が演 出 され る構 造 は、 「道 々の輩 」を公

家の価 値観 に よって歌 に詠 み、 「職人 歌合 」と して演 出す る行 為 と同 じで あ る と

考 え られ る。 か か る世 界 にお け る 「天 皇」 と 「道 々の輩 」 は、寺 家や 公 家 の価

値 観 に よっ て解 釈 され た存 在 であ った。 そ の背 景 には、密 教 や神 話 に よる秘 説

の世 界が 広 がっ てい た。

「天皇 」 と 「道 々 の輩」 は 、社 会的 に対 極 的な立 場 にお かれ た人 々で あ る。

しか し、 そ の両者 が 、公家 や 寺家 とい う、中世 の代 表的 な権 門 にそ の起 源や 意

義 を掌握 され て いた ので あ る。公家 や 寺家 に とって 、 「天 皇」は 自 らの上位 、 「道

々 の輩」は 自 らの 下位 にあ り、 「天 皇 」は、神話 的次 元 で至 高の存 在 と して 、 「道

々 の輩」は 、『古 今集 』仮名 序 以来 の神 代 との連続性 のな か に位 置 づ け られ た と

い え る。 もち ろん、 「職人 歌合 」 は、 即位灌 頂 の よ うに、 「職 人 」 のた めの灌 頂

で はな いが 、歌合 とい う特別 な空 間 のな か、 「道 々の輩 」を新 たな 世界観 に位 置

づ けて い る点で は、 寺家 が天 皇 を即位 法 に よっ て位 置 づ けた灌 頂儀 礼 と共 通す

る要 素 が あった と考 え られ る。

この よ うに 、秘儀 や秘説 の伝授 に 共通す る儀式 と して の 「灌 頂 」 は、諸 芸や

諸道 、職 位 や身 分 の意義 が 「日本 紀 」 な ど神 話 を母体 とす る世 界観 と、特 別 な

空 間 を演 出す る こ とで 、伝授 され る もので あっ た と考 え られ る。 また 、 この よ

うな 中世 にお け る神 話 の機 能 を社 会 的 に捉 えた場合 、これ らは、 「天 皇 」と公 家 、

公 家 と 「道 々 の輩」、 「天皇 」 と 「道 々 の輩」 とをつ な ぐ存 在 と して理解 す るこ

とがで き よ う。

つ ま り、 中世 にお ける神話 とは、 公家 と寺 家 が、 自分 た ち以外 の身 分 、す な

192



中世 日本における灌頂と秘儀伝授

わ ち、 「天皇 」や 「道 々の輩 」 とい った身 分 の人 々 を把 握 す るた めの共 通理 念 と

して存在 し、それ が 「灌 頂 」とい う儀 礼 を介 してそれ らの言説 的 地平 が広 が り、

展 開 した と考 え られ る。これ らを踏 ま える こ とに よ り、公 家 や寺 家 が用 いた 「中

世 日本 紀 」や 「中世神 話 」 な どの神話 的機 能 を社 会的 に捉 える こ とが で きる の

で はな いか。

おわりに

中世 の 諸芸や 諸 道 に伝授 の方 法 と して用 い られ た灌頂 か ら広 が る世界 は 、私

た ちがイ メー ジす る以 上 に奥深 い もので あ り、実 際に は、鮮 明 な存在 理 由 があ

った ので は ないか と考 え られ る。 そ の答 を阻 む もの と して 、偽 書 とい う概 念 や

架 空性 、 そ して何 よ りも、内容 そ の もの の意 味が 、社会 生活 や 実践 的な 宗教 に

結 びっ か な い とい う点 が挙 げ られ る。 また 、 イデ オ ロギー 的な解 釈 に よっ て、

意 味 の方 向性 を与 え られ た こ とで 、そ れ以 上 の意 味が追 究 され な くなっ た点 も

挙 げ られ よ う。

密 教 が 「日本 紀」を解 釈す る語彙 で あ る として説 明 され て 以来 、 「中世 日本紀 」

は、常 に 、言説 の 問題 と して 、密教 はイデ オ ロギー 的存在 として捉 え られ て き

た。 しか し、本 稿 で論 じた よ うに 、 中世に お け る神話 の問題 は 、宗教 イデ オ ロ

ギー と してのみ な らず 、背 後 には 、神話 をベ ー ス とす る こ とに よっ て獲得 す る

こ とが で き る 「究極位 」 や 「独 占」 の構 造 が存在 してい たの で ある。

灌 頂 を共 通基盤 に した秘儀 伝 授 の世界 とは 、排 他 的 であ りな が ら顕 示性 の 強

い もの で あ った 点 で、権 威 主義 を体 現化 した もので あ る。 そ して、そ の よ うに

して構 築 された 権威 的 な世界 は、や が て、それ その ものの意 味が 形骸化 して も、

儀式 化 す る こ とで 、中世 的 な価値 観 と直 結す るもので あ った。 それ は 、 「天 皇」

の職 位 も例 外で は なか った。 しか し、本 来 、天皇 家 とい う血 筋 に よって継 承 さ

れ た職位 が 、この よ うな 「灌頂 」に よって伝 授 され る とい う灌 頂儀 礼 の登 場 は、

た とえそれ が形 式的 な もの で あっ た と して も、実 際 に即位 儀 礼 の際 に行 われ た

とい う事実 は、 中世 的 な権威 主 義 の一つ の極 致 を示 して い るので はな いか 。そ

の点 で 、 「灌 頂」は、中世 文化 の表 象面 のみ な らず 、中世社 会 の深 部 に根 ざ して

展 開 した もので あ った と考 え られ る。 そ して、 それ らの担 い 手が 、寺家 や公 家

な どの権 門 であ っ た。 彼 らの 中世 にお ける神 話 に対す る価 値観 と して 、そ の神

話 を読 み解 くこ とに よ り、神 話 の社会 的 意義 は よ り鮮 明 にな る と考 え られ る。

この点 につ いて は、別 稿 を期 したい。
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